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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成21年5月14日(2009.5.14)

【公表番号】特表2008-544032(P2008-544032A)
【公表日】平成20年12月4日(2008.12.4)
【年通号数】公開・登録公報2008-048
【出願番号】特願2008-516850(P2008-516850)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  63/199    (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  63/199   　　　　
   Ｃ０８Ｌ  67/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月27日(2009.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１１～
２５モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７５～８９モル％
を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリエステル組成物を含ん
でなり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール
／テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に
、０．７５ｄＬ／ｇ又はそれ以下であるフィルム又はシート。
【請求項２】
　前ポリエステルのインヘレント粘度が０．７５ｄＬ／ｇ未満又は０．５０ｄＬ／ｇ～０
．７５ｄＬ／ｇ未満又は０．５５ｄＬ／ｇ～０．７５ｄＬ／ｇ未満又は０．６０ｄＬ／ｇ
～０．７５ｄＬ／ｇ未満である請求項１に記載のフィルム又はシート。
【請求項３】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．６０～０．７２ｄＬ／ｇである請求項１に
記載のフィルム又はシート。
【請求項４】
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　前記ポリエステルのグリコール成分が１２～２５モル％の２，２，４，４－テトラメチ
ル－１，３－シクロブタンジオール残基及び７５～８８モル％の１，４－シクロヘキサン
ジメタノール残基又は１３～２５モル％の２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シク
ロブタンジオール残基及び７５～８７モル％の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基
又は１４～２５モル％の２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール
残基及び７～８６モル％の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基又は１７～２３モル
％の２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び７７～８３
モル％の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基又は１４モル％～２０モル％未満の２
，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び８０モル％超～８
６モル％の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基又は２０モル％超～２５モル％の２
，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び７５モル％～８０
モル％未満の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基を含む請求項１に記載のフィルム
又はシート。
【請求項５】
　前記ポリエステルのグリコール成分が１７～２３モル％の２，２，４，４－テトラメチ
ル－１，３－シクロブタンジオール残基及び７７～８３モル％の１，４－シクロヘキサン
ジメタノール残基又は１４モル％～２０モル％未満の２，２，４，４－テトラメチル－１
，３－シクロブタンジオール残基及び８０モル％超～８６モル％の１，４－シクロヘキサ
ンジメタノール残基又は２０モル％超～２５モル％の２，２，４，４－テトラメチル－１
，３－シクロブタンジオール残基及び７５モル％～８０モル％未満の１，４－シクロヘキ
サンジメタノール残基を含む請求項３に記載のフィルム又はシート。
【請求項６】
　前記ポリエステルのジカルボン酸成分が９０～１００モル％のテレフタル酸残基を含む
請求項１に記載のフィルム又はシート。
【請求項７】
　前記ポリエステル組成物がポリカーボネートを含まない請求項１に記載のフィルム又は
シート。
【請求項８】
　前記ポリエステルが０．０１～１５モル％のエチレングリコール残基又は０．１～１０
モル％のエチレングリコール残基を含む請求項１に記載のフィルム又はシート。
【請求項９】
　前記２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基がトランス－
２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基７０～３０モル％と
シス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基３０～７０モ
ル％との混合物である請求項１に記載のフィルム又はシート。
【請求項１０】
　前記２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基のシス／トラ
ンス比のシス部分が５０モル％より大きい又は５５モル％より大きい請求項１に記載のフ
ィルム又はシート。
【請求項１１】
　前記ポリエステルが非晶質である請求項１に記載のフィルム又はシート。
【請求項１２】
　前記ポリエステルが１７０℃において５分より長い半結晶化時間を有する請求項１に記
載のフィルム又はシート。
【請求項１３】
　前記ポリエステルが２３℃において１．１ｇ／ｍｌ～１．２ｇ／ｍｌ未満の密度を有す
る請求項１に記載のフィルム又はシート。
【請求項１４】
　前記ポリエステルが、２３℃において厚さ１／４インチのバーを用いた場合に、少なく
とも１０ｆｔ－ｌｂｓ／インチのノッチ付きアイゾッド衝撃強度を有する請求項１に記載
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のフィルム又はシート。
【請求項１５】
　ポリアミド、ポリスチレン、スチレンコポリマー、スチレンアクリロニトリルコポリマ
ー、アクリロニトリルブタジエンスチレンコポリマー、ポリ（メチルメタクリレート）、
アクリルポリマー及びコポリマー、ポリ（エーテルイミド）、ポリフェニレンオキシド、
ポリ（フェニレンオキシド）／ポリスチレンブレンド、ポリスチレン樹脂、ポリフェニレ
ンスルフィド、ポリフェニレンスルフィド／スルホン、ポリ（エステル－カーボネート）
、ポリカーボネート、ポリスルホン、ポリスルホンエーテル若しくはポリ（エーテル－ケ
トン）又はそれらの混合物から選ばれた少なくとも１種のポリマーを更に含む、請求項１
に記載のフィルム又はシート。
【請求項１６】
　前記ポリエステルのガラス転移温度が９５～１１５℃又は９５℃～１０５℃未満又は１
０５℃超～１１５℃である請求項１に記載のフィルム又はシート。
【請求項１７】
　前記ポリエステルのガラス転移温度が９５～１１５℃又は９５℃～１０５℃未満又は１
０５℃超～１１５℃である請求項３に記載のフィルム又はシート。
【請求項１８】
　前記ポリエステルが少なくとも１種のポリカーボネートを更に含む請求項１に記載のフ
ィルム又はシート。
【請求項１９】
　前記ポリエステルが少なくとも１種の分岐剤の残基を、二酸残基又はジオール残基の総
モル百分率に基づき、０．０１～１０重量％の量で含む請求項１に記載のフィルム又はシ
ート。
【請求項２０】
　前記ポリエステルの溶融粘度が、回転メルトレオメーターで２８０℃において１ラジア
ン／秒で測定した場合に、３０，０００ポアズ未満である請求項１に記載のフィルム又は
シート。
【請求項２１】
　着色剤、染料、離型剤、難燃剤、可塑剤、成核剤、ＵＶ安定剤、ガラス繊維、炭素繊維
、充填剤、耐衝撃性改良剤及びそれらの混合物からなる群から選ばれた少なくとも１種の
添加剤を更に含む請求項１に記載のフィルム又はシート。
【請求項２２】
　前記ポリエステルが錫化合物若しくはその反応生成物を含む少なくとも１種の触媒の残
基を含む請求項１に記載のフィルム又はシート。
【請求項２３】
　請求項１に記載のフィルム又はシートを含んでなる製造品。
【請求項２４】
　前記ポリエステルが、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って２３℃においてノッチ１０ｍｉｌで
厚さ１／８インチのバーで測定した場合に、少なくとも３ｆｔ－ｌｂｓ／ｉｎのノッチ付
きアイゾッド衝撃強度又は少なくとも１０ｆｔ－ｌｂｓ／ｉｎのノッチ付きアイゾッド衝
撃強度を有する請求項２３に記載の製造品。
【請求項２５】
　請求項１に記載のポリエステル組成物を含んでなる液晶ディスプレイフィルム。
【請求項２６】
　前記液晶ディスプレイフィルムが拡散シート又は補償フィルム又は保護フィルムである
請求項２５に記載の液晶ディスプレイフィルム。
【請求項２７】
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１７～
２３モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７７～８３モル％
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を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含むポリエステル組成物を含んでなり、前記ポリ
エステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テトラクロロエ
タン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、０．６０ｄＬ／
ｇ～０．７２ｄＬ／ｇ未満であり、且つ前記ポリエステルのガラス転移温度が９５～１１
５℃であるフィルム又はシート。
【請求項２８】
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１４～
２５モル％；
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７５～８６モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）エチレングリコール残基０．１モル％～１０モル％未満
を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリステル組成物を含んで
なり、前記インヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テトラクロロエ
タン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、０．６０～０．
７２ｄＬ／ｇであり、且つ前記ポリエステルのガラス転移温度が９５～１１５℃であるフ
ィルム又はシート。
【請求項２９】
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１７～
２３モル％；
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７７～８３モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）エチレングリコール残基０．１モル％～１０モル％未満
を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリステル組成物を含んで
なり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／
テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、
０．６０～０．７２ｄＬ／ｇであるフィルム又はシート。
【請求項３０】
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１４～
２５モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７５～８６モル％
を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリステル組成物を含んで
なり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／
テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、
０．７５ｄＬ／ｇ又はそれ以下であり、且つ前記ポリエステルのガラス転移温度が９５～
１１５℃であるフィルム又はシート。
【請求項３１】
　前記ポリエステルが９５～１０５℃又は９５℃～１０５℃未満又は１０５℃超～１１５
℃のＴｇを有する請求項３０に記載の少なくとも１種のポリエステル組成物を含むフィル
ム又はシート。
【請求項３２】
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　（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分； 
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１４～
２５モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７５～８６モル％
を含むグリコール成分；並びに
　（ｃ）少なくとも１種の分岐剤からの残基
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリエステル組成物を含ん
でなり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール
／テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に
、０．５ｄＬ／ｇ～１．２ｄＬ／ｇ又はそれ以下であるフィルム又はシート。
【請求項３３】
　前記ポリエステルが分岐剤残基を、二酸残基又はジオール残基の総モル百分率に基づき
、０．０１～１０重量％の量で含む請求項３２に記載の少なくとも１種のポリエステル組
成物を含むフィルム又はシート。
【請求項３４】
　前記ポリエステルが０．６～０．７２ｄＬ／ｇ又は０．６ｄＬ／ｇ超～０．７２ｄＬ／
ｇのインヘレント粘度を有する請求項３２に記載の少なくとも１種のポリエステル組成物
を含むフィルム又はシート。
【請求項３５】
　（Ｉ）（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　　　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１
４～２５モル％；及び
　　　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７５～８６モル％
を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステル；更に
　（ＩＩ）少なくとも１種の熱安定剤又はその反応生成物
を含む少なくとも１種のポリエステル組成物を含んでなり、前記ポリエステルのインヘレ
ント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テトラクロロエタン中で２５℃にお
いて０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、０．５ｄＬ／ｇ～１．２ｄＬ／ｇ又
はそれ以下であるポリエステル組成物。
【請求項３６】
　前記ポリエステルが０．６～０．７２ｄＬ／ｇのインヘレント粘度を有する請求項３５
に記載の少なくとも１種のポリエステル組成物を含むフィルム又はシート。
【請求項３７】
　前記ポリエステルが９５～１１５℃又は９５～１０５℃又は９５℃～１０５℃未満のＴ
ｇを有する請求項３５に記載の少なくとも１種のポリエステル組成物を含むフィルム又は
シート。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１７】
　本発明を、本明細書中に開示した実施態様に関して詳述したが、当然のことながら、本
発明の精神及び範囲内で変動及び変更が可能である。
　態様１．（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１１～
２５モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７５～８９モル％
を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリエステル組成物を含ん
でなり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール
／テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に
、０．７５ｄＬ／ｇ又はそれ以下であるフィルム又はシート。
　態様２．前ポリエステルのインヘレント粘度が０．７５ｄＬ／ｇ未満である態様１に記
載のフィルム又はシート。
　態様３．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．５０ｄＬ／ｇ～０．７５ｄＬ／ｇ
未満である態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様４．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．５５ｄＬ／ｇ～０．７５ｄＬ／ｇ
未満である態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様５．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．６０ｄＬ／ｇ～０．７５ｄＬ／ｇ
未満である態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様６．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．６０～０．７２ｄＬ／ｇである態
様１に記載のフィルム又はシート。
　態様７．前記ポリエステルのグリコール成分が１２～２５モル％の２，２，４，４－テ
トラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び７５～８８モル％の１，４－シクロ
ヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様８．前記ポリエステルのグリコール成分が１３～２５モル％の２，２，４，４－テ
トラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び７５～８７モル％の１，４－シクロ
ヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様９．前記ポリエステルのグリコール成分が１４～２５モル％の２，２，４，４－テ
トラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び７～８６モル％の１，４－シクロヘ
キサンジメタノール残基を含む態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様１０．前記ポリエステルのグリコール成分が１７～２３モル％の２，２，４，４－
テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び７７～８３モル％の１，４－シク
ロヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様１１．前記ポリエステルのグリコール成分が１４モル％～２０モル％未満の２，２
，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び８０モル％超～８６モ
ル％の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のフィルム又はシー
ト。
　態様１２．前記ポリエステルのグリコール成分が２０モル％超～２５モル％の２，２，
４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び７５モル％～８０モル％
未満の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のフィルム又はシー
ト。
　態様１３．前記ポリエステルのグリコール成分が１７～２３モル％の２，２，４，４－
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テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び７７～８３モル％の１，４－シク
ロヘキサンジメタノール残基を含む態様６に記載のフィルム又はシート。
　態様１４．前記ポリエステルのグリコール成分が１４モル％～２０モル％未満の２，２
，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び８０モル％超～８６モ
ル％の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基を含む態様６に記載のフィルム又はシー
ト。
　態様１５．前記ポリエステルのグリコール成分が２０モル％超～２５モル％の２，２，
４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び７５モル％～８０モル％
未満の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基を含む態様６に記載のフィルム又はシー
ト。
　態様１６．前記ポリエステルのジカルボン酸成分が９０～１００モル％のテレフタル酸
残基を含む態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様１７．前記ポリエステル組成物がポリカーボネートを含まない態様１に記載のフィ
ルム又はシート。
　態様１８．前記ポリエステルが０．０１～１５モル％のエチレングリコール残基を含む
態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様１９．前記ポリエステルが０．１～１０モル％のエチレングリコール残基を含む態
様１に記載のフィルム又はシート。
　態様２０．前記２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基が
トランス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基７０～３
０モル％とシス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基３
０～７０モル％との混合物である態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様２１．前記２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基の
シス／トランス比のシス部分が５０モル％より大きい態様１に記載のフィルム又はシート
。
　態様２２．前記２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基の
シス／トランス比のシス部分が５５モル％より大きい態様１に記載のフィルム又はシート
。
　態様２３．前記ポリエステルが非晶質である態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様２４．前記ポリエステルが１７０℃において５分より長い半結晶化時間を有する態
様１に記載のフィルム又はシート。
　態様２５．前記ポリエステルが２３℃において１．１ｇ／ｍｌ～１．２ｇ／ｍｌ未満の
密度を有する態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様２６．前記ポリエステルが、２３℃において厚さ１／４インチのバーを用いた場合
に、少なくとも１０ｆｔ－ｌｂｓ／インチのノッチ付きアイゾッド衝撃強度を有する態様
１に記載のフィルム又はシート。
　態様２７．ポリアミド、ポリスチレン、スチレンコポリマー、スチレンアクリロニトリ
ルコポリマー、アクリロニトリルブタジエンスチレンコポリマー、ポリ（メチルメタクリ
レート）、アクリルポリマー及びコポリマー、ポリ（エーテルイミド）、ポリフェニレン
オキシド、ポリ（フェニレンオキシド）／ポリスチレンブレンド、ポリスチレン樹脂、ポ
リフェニレンスルフィド、ポリフェニレンスルフィド／スルホン、ポリ（エステル－カー
ボネート）、ポリカーボネート、ポリスルホン、ポリスルホンエーテル若しくはポリ（エ
ーテル－ケトン）又はそれらの混合物から選ばれた少なくとも１種のポリマーを更に含む
、態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様２８．前記ポリエステルのガラス転移温度が９５～１１５℃である態様１に記載の
フィルム又はシート。
　態様２９．前記ポリエステルのガラス転移温度が９５℃～１０５℃未満である態様１に
記載のフィルム又はシート。
　態様３０．前記ポリエステルのガラス転移温度が１０５℃超～１１５℃である態様１に
記載のフィルム又はシート。
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　態様３１．前記ポリエステルのガラス転移温度が９５～１１５℃である態様６に記載の
フィルム又はシート。
　態様３２．前記ポリエステルのガラス転移温度が９５℃～１０５℃未満である態様６に
記載のフィルム又はシート。
　態様３３．前記ポリエステルのガラス転移温度が１０５℃超～１１５℃である態様６に
記載のフィルム又はシート。
　態様３４．前記ポリエステルが少なくとも１種のポリカーボネートを更に含む態様１に
記載のフィルム又はシート。
　態様３５．前記ポリエステルが少なくとも１種の分岐剤の残基を、二酸残基又はジオー
ル残基の総モル百分率に基づき、０．０１～１０重量％の量で含む態様１に記載のフィル
ム又はシート。
　態様３６．前記ポリエステルの溶融粘度が、回転メルトレオメーターで２８０℃におい
て１ラジアン／秒で測定した場合に、３０，０００ポアズ未満である態様１に記載のフィ
ルム又はシート。
　態様３７．着色剤、染料、離型剤、難燃剤、可塑剤、成核剤、ＵＶ安定剤、ガラス繊維
、炭素繊維、充填剤、耐衝撃性改良剤及びそれらの混合物からなる群から選ばれた少なく
とも１種の添加剤を更に含む態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様３８．前記ポリエステルが錫化合物若しくはその反応生成物を含む少なくとも１種
の触媒の残基を含む態様１に記載のフィルム又はシート。
　態様３９．態様１に記載のフィルム又はシートを含んでなる製造品。
　態様４０．前記ポリエステルが、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って２３℃においてノッチ１
０ｍｉｌで厚さ１／８インチのバーで測定した場合に、少なくとも３ｆｔ－ｌｂｓ／ｉｎ
のノッチ付きアイゾッド衝撃強度を有する態様１に記載のフィルム又はシートを含む製造
品。
　態様４１．前記ポリエステルが、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って２３℃においてノッチ１
０ｍｉｌで厚さ１／４インチのバーで測定した場合に、少なくとも１０ｆｔ－ｌｂｓ／ｉ
ｎのノッチ付きアイゾッド衝撃強度を有する態様１に記載のポリエステル組成物を含む製
造品。
　態様４２．態様１に記載のポリエステル組成物を含んでなる液晶ディスプレイフィルム
。
　態様４３．前記液晶ディスプレイフィルムが拡散シートである態様４２に記載の液晶デ
ィスプレイフィルム。
　態様４４．前記液晶ディスプレイフィルムが補償フィルムである態様４２に記載の液晶
ディスプレイフィルム。
　態様４５．前記液晶ディスプレイフィルムが保護フィルムである態様４２に記載の液晶
ディスプレイフィルム。
　態様４６．（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１７～
２３モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７７～８３モル％
を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含むポリエステル組成物を含んでなり、前記ポリ
エステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テトラクロロエ
タン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、０．６０ｄＬ／
ｇ～０．７２ｄＬ／ｇ未満であり、且つ前記ポリエステルのガラス転移温度が９５～１１
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５℃であるフィルム又はシート。
　態様４７．（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１４～
２５モル％；
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７５～８６モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）エチレングリコール残基０．１モル％～１０モル％未満
を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリステル組成物を含んで
なり、前記インヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テトラクロロエ
タン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、０．６０～０．
７２ｄＬ／ｇであり、且つ前記ポリエステルのガラス転移温度が９５～１１５℃であるフ
ィルム又はシート。
　態様４８．（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１７～
２３モル％；
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７７～８３モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）エチレングリコール残基０．１モル％～１０モル％未満
を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリステル組成物を含んで
なり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／
テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、
０．６０～０．７２ｄＬ／ｇであるフィルム又はシート。
　態様４９．（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１４～
２５モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７５～８６モル％
を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリステル組成物を含んで
なり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／
テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、
０．７５ｄＬ／ｇ又はそれ以下であり、且つ前記ポリエステルのガラス転移温度が９５～
１１５℃であるフィルム又はシート。
　態様５０．前記ポリエステルが９５～１０５℃のＴｇを有する態様４９に記載の少なく
とも１種のポリエステル組成物を含むフィルム又はシート。
　態様５１．前記ポリエステルが９５℃～１０５℃未満のＴｇを有する態様４９に記載の
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少なくとも１種のポリエステル組成物を含むフィルム又はシート。
　態様５２．前記ポリエステルが１０５℃超～１１５℃のＴｇを有する態様４９に記載の
少なくとも１種のポリエステル組成物を含むフィルム又はシート。
　態様５３．（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１４～
２５モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７５～８６モル％
を含むグリコール成分；並びに
　（ｃ）少なくとも１種の分岐剤からの残基
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリエステル組成物を含ん
でなり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール
／テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に
、０．５ｄＬ／ｇ～１．２ｄＬ／ｇ又はそれ以下であるフィルム又はシート。
　態様５４．前記ポリエステルが分岐剤残基を、二酸残基又はジオール残基の総モル百分
率に基づき、０．０１～１０重量％の量で含む態様５３に記載の少なくとも１種のポリエ
ステル組成物を含むフィルム又はシート。
　態様５５．前記ポリエステルが０．６～０．７２ｄＬ／ｇのインヘレント粘度を有する
態様５３に記載の少なくとも１種のポリエステル組成物を含むフィルム又はシート。
　態様５６．前記ポリエステルが０．６ｄＬ／ｇ超～０．７２ｄＬ／ｇのインヘレント粘
度を有する態様５３に記載の少なくとも１種のポリエステル組成物を含むフィルム又はシ
ート。
　態様５７．（Ｉ）（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　　　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１
４～２５モル％；及び
　　　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基７５～８６モル％
を含むグリコール成分
（ここでジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール成分の総モル％
は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステル；更に
　（ＩＩ）少なくとも１種の熱安定剤又はその反応生成物
を含む少なくとも１種のポリエステル組成物を含んでなり、前記ポリエステルのインヘレ
ント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テトラクロロエタン中で２５℃にお
いて０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、０．５ｄＬ／ｇ～１．２ｄＬ／ｇ又
はそれ以下であるポリエステル組成物。
　態様５８．前記ポリエステルが０．６～０．７２ｄＬ／ｇのインヘレント粘度を有する
態様５７に記載の少なくとも１種のポリエステル組成物を含むフィルム又はシート。
　態様５９．前記ポリエステルが９５～１１５℃のＴｇを有する態様５７に記載の少なく
とも１種のポリエステル組成物を含むフィルム又はシート。
　態様６０．前記ポリエステルが９５～１０５℃のＴｇを有する態様５７に記載の少なく
とも１種のポリエステル組成物を含むフィルム又はシート。
　態様６１．前記ポリエステルが９５℃～１０５℃未満のＴｇを有する態様５７に記載の
少なくとも１種のポリエステル組成物を含むフィルム又はシート。
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